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L万分の占地質図喜納沙布(lJll路一第 14 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師藤原哲夫

同 三谷勝利

はしがき

との図!r日説明書は，昭和 31 年 5 月に 14 日間，昭和 33 年 5 月に 6 日間，あわせて 20 日

間で行った地質調査の結果を整理したものである。全地域の野外調査は，藤原が大部分を
ど上う置い

実施し，三谷は，堆積岩類ID発達する地ばの調査を分担した。なお，王苦培南海峡以東の諸

島は，現在ソ連の占領下にあるので削除した。

この図幅地民は，北海道の長東端に細長くのびた根室半島の突端をしめ，地質学的に上

牢本

部自主紀層の発達する地域として知られている c とくに，この地層の中にともなわれる塩

基性岩頬については，その岩質がアノレカリ質であることと，いちじるしい岩相の変化をし
1)2)i1)

めすことなどから，岩百成因論の上で，はやくから注目されていて，多くの岩石学的研究
4)5) の7) り1['， )21): 首))

がみられる c

調査にあたって，当所地質鉱床課の長谷川潔扶附，鈴木 γ技師，同燃料課の小山内照埼師

から，それぞれ，援助と討・論をしていただいた。また，北海道大学理学部地質学鉱物学教

この諸島は，色丹列島といわれ，このうち水品島と秋勇宿島が，この凶幅地域にある。

この諸島のうちで，色丹島については，すでに佐々保雄によって発表されており，そ

のほかの烏については，佐々保堆，根本店、寛の未公表資料がある。なお，昭和 33 年，

本所刊行の 20 万分の 1 北海道地質図 (6) 東南部には，この諸島の地質図がのっている。

川 徳田点ーや佐々保雄らは，千島弧前，出 :(Kuril ArcFrontalZone) と呼び，グリーン・

タフ地域の千島弧 E帯 (Kuril Arc、Main Zone) に対立させている。文献 10) 11)20)

参考 c

決正雄・八木健三・舟橋三男らは，千品弧外帯 (Kuril ArcOuter Zone) と呼び，

やはりグリーン・タフ地域の千島弧内帯 (Kuril ArcInnerZone) に対立させ，両者

の間の構造発達史のちがし、をのべているご文献 36) 参考 c
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室の鈴木酔教授，湊正堆教授，舟橋三男助教授， J}H井義堆講師，成田英吉助手，主i谷宥助

手および根室高校の吉元豊氏からは，参考意見および資料をいただいた。報告にはいるに

先だち，上にあげた方々に感謝の:きを表する。

I 位置シよび交通

この図幅地域は，北海道の最東端にある根室半島の突端部をしめ，北緯 43°20'--43 つ30う

東経 145
045'~146°0' の範囲である。

ばl主主いキ

行政上は，根室支庁の管轄内にあり，歯舞村にふくまれる。

申*

交通は，歯舞市街地から根室市までの拓殖軌道が唯一の交通機関で，そのほか，歯舞市
ど主号室い のきっぷ

街地を中心として，根室市にいたるトラヴク道路と，王苦港南をへて納 j少布およびオシネモ

トにいたるトラザク道路がある。道路は，湿地位段丘台地に開さくされており， しかも，

寒冷な気候で凍結するため，きわめて悪いっ

II 気候

この図幅地域の気候は，海洋の影響をうけているコすなわち，夏期は， 14°C 内外で，気

温は低い。冬期は， -7°C を上下し，積雪は少江く，東北の風が強烈である。 1 月中旬に

は，オホーツク海北部に発生した流水群が，この地域の海岸に南下し， f喜培南海峡は，船

舶の航行が困難となる。また， 6 月から 7 月にかけては，千島近海から南下する親潮が，津

軽海峡からでて，北海道東岸にそって北上する対馬暖流の分派と合い，多ほの水蒸気を放

冷凝縮させるため，この地域は，濃霧におおわれる日が多いコ

III 地形

この図幅地域の地)ちは，大きくみて， 2 つの地 Jr;区に区別できる。

昭和 34 年 4 月 1 日根室市と合併予定になっているコ歯舞とは，アイヌ語で、は， rあぶ

おきい」といい， r氷の内にあるところ」の志味であるつ村内の大半は，荒涼とした

湿地性段丘台地で，牧畜などが行われているが，海岸には村落が発達し，昆布，花咲

がに，たらばがになどの漁業で生活が営まれているコ

料約 15.1 kmo
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(目 標高 32m 以下の平JH.な段丘tf:台地

(2) 河川流域および海岸線にそって発達する沖積地

写真 1 納沙布岬から水品烏を望む

写真 2 納沙布岬からみた弔璃南・歯舞方面の 20~30m 平坦段丘面

写真 3 l百培 lIt 附近の 20~30 m 平胴段 I千:

3-



エヤミ

(1)は，標高 32m 以下のfliiで，この地域の全域に発達している c こむ台地の表層は，

湿地，良なっているところが多い。しばしば，その下ば出鉄鉱のみられるところがある 3

台地の基盤は，上部白重紀層や塩基性岩類で，かなり準平原化し，小さな起伏をしている。

(2) は， i毎・岸の一部をのぞいては，湿地帯をつくっているところが多しこの中には，
**ヰこ

ポンオンネモト西方にみられるような，地盤の隆起によって残された沼もみられる。その

周囲には，ヨシやアシなどが繁茂し，下位泥炭生成への一過程をしめしている。

河川系は，根室半島の方向に直交する地質構造弱線にそって流れるものが多い。

海岸線は，その構成される地質に支配されて，複雑な凹凸をしめしている。すなわち，
北分〈止虫

トーナムポロ崎J納沙布岬，そのほかの突出部および岩礁，暗礁などは，岩石組織の堅硬な

塩基性岩類であって，侵蝕lこ抗している。これに反して，上部白望紀の根室累層の砂岩，

j尼岩，凝灰質岩などの分布する地域は，突出部を形成していることは少なく，単調な入江

や湾となっている。

写真 4 歯舞~サンコタン JII )11 口問の 20~30m平坦段丘面

キ 三谷勝利，藤原哲夫，長谷川潔らの 5 万分の l 恨室両部地質図幅の低位面に相当す

る。文献 44) 参考。

料 高地性ツンドラと呼ばれるコ

判中 トサヅプ沼といわれる。

キネキネ トサップ岬ともいわれるコ
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写真 5 オンネモト附近の 20~30m 段丘と湿地帯

写真 6 ポンオンネモト西方の残留沼(トサップ沼)

IV i由貿

IV.l 地質概説

この地域を構成する地質系統は，第 1 去にしめしたようなものであるこすなわち，下位
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ている G

から上部白宝紀の根室層群，第四紀の海岸段丘堆積物，火山灰層，氾濫原堆積物となっ

第 1 表模式柱状図
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イノセラムス匙11己主

iIi:岩・砂望号互層

i思岩層

Nm I 滞砂岩層・角線凝灰岩
げと岩層

況岩・砂岩互層

泥岩層

砂宕層

it忠層

況右・f;j;~;'互~

i尼宕層

泥忠・ 5シ!行互層

根室層群は，根室半島では，岩相のちがいによって，下部から，ノツカマップ累層，根

室累層，長節累層，落石累層，ユノレリ累層の 5 つの累層に分けられているが，この図幅地

域では，根室累層だけが広く分布している。この累層は，おもに，砂岩・泥岩の互層であ

るが，凝灰質な部分も多く，角牒凝灰岩なども爽在している。そして，この累層の中には

*岩床やそのほかの層状道入岩体をなして，数多くの塩基性岩類が近入している。これらの

塩基性岩類は，その分布状態から，トーサムポロ崎層状近入岩類，納沙イIi岬層状近入岩類，

E喜曙宿層状近入岩:担の 3 群l乙分けられ，いずれも，根室半島の延長方向に雁行状に配列し

ている c これらの塩基性岩類の中で， トーナムポロ崎からその西部の海岸にわたって発達

している岩体，納j少有filii'll附近の岩体，培培瑠からマヨマイの海岸にわたって発達している

岩体などは，いずれも，マグマの固結過程で，いちじるしい岩奨分化作用が行われている己

このような岩休(ま，この地域にみられる岩体の中では，もっとも厚いものばかりである c

本 この形態;ヱ，現在，明らかでない c 八木健三によると，餅盤状岩体と考えている。

-6-



海岸段丘堆積物は，根室層群や塩基性岩頃を直接不整合におおい，全地域に分布してい

る c 段正面は，標高 32m 以下であるご火山町層も，全地域をおおい，数枚みとめられる。

との火山灰層は，摩周統と考えられている。 iU監原堆積物は，河川にそって，わずかにみ

られるだけである。

IV.2 地質各説

IV.2.1 根室層群

根室層群1952 佐々保雄

;l7)H)

根室層群は，その岩十日と層位学的位置から，つぎのように分けられている c

ユノレ 9 累層 Yu

落石累層 Oh

長節累層 Ch

根室累層 Nm

ノヅカマザプ累層 No

第 表

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

Species

Neophyllocerashetonaiensisl¥IATUMOTO(MS)

InoceramusschimidtiMICHEL

I. shikotanensisMATUMOTO(MS)

よ sp. (n.sp.?)

よ sp.

Solemy α angusticaudata NAG.

Ezonuculanamactrae/ormis(NAG.)

Acila(Truncacila)hokkaidoensis(NAG.)

Portlandia(Portlandell α) sp.nov.

PortlandiahakobutensisNAG.

SemifustuberculatusNAG.

Naticasp.

Dentaliumsp.

ホ 佐々保雄・根本忠克・橋本豆 (1952 年，昭和 27 年) :60 万分の 1 北海道地質図および

説明書，北海道科学技連盟.
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この図幅地域には，このうち，根室累層だけが分布している。

根室層群は，北海道東南部のほかの地域と同じように，化石の産出はヲひじように少な

く，完全に地質時代を決定することは困難であるつしかし，化石内容から，いちおう，上

部白望紀浦河世上部からへトナイ世下部までの時期と考えられる。

根室半島で，現在までに産出した化石ほ，第 2 表のとおりである。

IV.2.1. 1 根室累層 Nm

1957 根室泥岩層 佐々保雄

模式地: オンネモト~納沙布岬の海岸コ

分布: 図幅地域のほぼ全域に分布している。

構造: 根室半島の延長方向に，ほぽ一致しているコすなわち，その走向は， N45~

--85°E で，傾斜は， 15°-30
o
SE であるつ しかし，火成岩体の附iiiでは，走向および傾斜

が，かなり乱れている場合もある。

岩質および岩相: おもに ， lJt岩・砂岩の厚薄互層からなるが，凝氏質な部分も多く，

角疎凝灰岩や含疎砂岩なども爽在している。このような地層の中に，岩床やそのほかの層

状近入岩体となって，多数のアノレカリ質かんらん石粗面粗粒玄武岩が近入している。その

ようすは，おそらく，乙の地層の堆積環境に支配されているようである乙

j尼岩は，暗灰色または黒色を呈しているコしかし，部分的には，灰色または淡緑色を帯

びているところもある。やや堅固な岩石で，珪質の部分もある。層理は明瞭であるが，風

化して，細片状に破砕しているものもあるつ近入岩類に接しているところでは，その接触

部が数 cm-20cm の幅に，硬化ていどの弱い変質をうけており，灰白色の堅硬な岩石に

変っている。

砂岩は，淡緑色または青灰色を呈し，畑中立から粗粒までのもので，凝り;質である。粗粒

砂岩を顕微鏡下で観察すると，ひじように凝灰質で，輝石. ~'f長石・黒雲母などが多くふ

くまれ，また，角閃石などもみられる。この粗粒砂岩には，白色の小粒を斑点状に多くふ

~之*中

くむ特徴のあるものもある。含棟砂岩は， ;尼岩や砂岩，凝灰宕などの小さな角陳~亜角擦

を同時操として多くふくんでいるつ

キ 佐々保雄 (1957 年，昭和 32 年) : 色丹列島の地質，北海道地質要報， No.34.

料 火成岩の近入が，地層の堆積後あまり回結していない時期と考えられるので， ill 入形

態は，地層と密接な関係がある。

林中 野外調査では，“モンシス砂岩"と属称されていて，その岩質は，塩基性凝灰質なも

のである。

-8-



写真 7 根室累層中の砂岩・泥岩互層(納沙布岬北西海岸)

角礁凝灰岩は，合礁砂岩の一部にともなわれており，鉱物組成からみると，この地域の

塩基性近入岩額と同質のものである。

以上の岩質の累積のようすは，つぎのようである。

下部は，砂岩・泥岩の薄い互層を主体とし，凝灰岩を爽在しているつ中部は， )尼岩!の発

達がいちじるしく，やや l享層を呈するところもあり，この中に砂岩を爽点している c また，

ところによっては，砂岩・泥岩・の薄互層となり，合探砂岩や角疎凝灰宕・などを爽在してい

るさ上部は，砂岩・泥岩の薄互層からなり，ところによっては，凝灰岩を爽在している。

下部や中部よりも，上部はより凝灰質である。

化 石: この図[福地域では，歯舞附近のこの呆層の泥岩中から ， Inoceramussp. が採

取されただけである。

層厚: この地域では，ほぼ 1750m 以とである 3

対 比: この累層は，すでにのべた岩相からみて，下部および中部の下半部が，門崎

せん lまう b 牢

互層の一部，中部の上半部および上部が， 11[1 鳳E止泥岩層に対比されそうである c

IV.2.2 第四紀層

この地域に発達している第四紀層は，洪積世に属する海岸段正堆積物と，沖積世に属す

る火山灰層および氾濫原堆積物に分けることができる 3

:<.~河合正虎 (1956 年，昭和 31 年): 5 万分の 1 昆布森地質問幅.地質調査所.
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Tr海岸段丘堆積物IV.2.2.1

この図幅地域には，かなり準平原化した基盤構造の上に，平且な段丘台地が広く発達し

ている。その標高は， 10.......,32 m である c 標高 10.......， 15 m の面には，円礁がのっているが，

iそれ以上の面では，円疎はみられず，基盤の上は，厚さ 10.......，30 em の薄い含操風化土壌だ

けである。段丘堆積物は，おもに砂および疎からなる c 礁は，指点大から拳大の亜角礁が

多く，種類は，下位の根室層群や塩基 tl:岩類から供給されたものが大部分である。層厚は，

一般に薄く， I-2m ていどであるこ
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As

やや波状の平坦台地の上には，数枚の火山

灰Lょひ、火山灰質粘土が，広く分布している。

火山灰層IV.2.2.2

それぞれの地域における火山氏層の柱状をし

めせば，第 1 図のようである。

AI氾濫原堆積物IV.2.2.3

t巳濫原堆積物は，現河川の流域にわずかに

みられるごおもに砂，疎，粘土からなる c な

*斗=

お，標高1O.......，32m の平上n.な段丘面のとや

ifiの周辺には，湿原が発達しており，泥炭が形
-
m

刷

-
m

収火

成されている。そこにはJ‘野地坊主"や“ヨ

第 1 図乙/・アシ"などの植物が密生している。

II~

7イ干成グ丈V

火成岩概説V.I

この地域は，根室層群の;1:[積期をとおして，火成活動が激しく行われている c したがっ

この層群中には，火山涼物質を多くふくむとともに，多数のアノ Lノカリ 1-q-j 主基性岩類がて，

近入している。このアノシカリ質塩基性岩類の分布は，浜中村霧多布附;f1から，根室半島を

山田忍によると，この図幅地域には，摩同統 A 火山灰円，摩日]統 F 火山灰円 ， r寧周統 G

火~Li灰層および千島方面から飛来した火山灰があるものと考えられている c 文献 29)

参考コ

土地は，地味荊;薄なので，大部分は放牧地として利用されているむ

-10~
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この図とおって，速く色乃列島におよんでいるコその分布状態は， rmi行状の配子IJである

11百地域では，北方の海岸の構造帯にそって近入しているトーナムポロ崎層状近入岩類，南

万の太平洋岸の構造帯にそって近入している納沙イ[11][11'層状近入岩類，および王害程弔層状近

入岩類の 3 群に分けることができるコとくに，納j少干IJIU甲附:iTの岩[本は，この種岩 (/~cの標式
:~)4) ろ)i)

とされていて，八木健三の研究があるコ
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ピクライト質岩・モンヅニ岩質岩などをともなう岩相変化のいちじるしい

かんらん石粗団組粒玄此岩

ひじように粗粒であるが岩相変化のあまりないかんらん石粗面粗粒玄武岩

岩相変化のほとんどない斑状玄武岩~かんらん石粗面粗粒玄武岩

第 2 図泣入岩類分布凶
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*と

その産状は，いずれも，岩山やそのほかの層状近入店体で，根室累層中に近入している。

そして，上下位の泥岩:や砂岩に， Ti~イじていどの弱い接触変質をあたえている。

岩質は，かんらん石玄武岩マグマが本涼と推定される海洋地域特有のアルカリ質かんら

ん石粗面粗粒玄武岩であって，深成岩のような粗粒な構造をもっている。その鉱物組成は，

斜長石 (An 45~An 60)，アルカリ長石，廿通輝石，かんらん石，黒雲母などを主成分と

し，ソーダ輝石，エヂリン輝石，アルカリ角閃石などのアノレカリ鉱物をともなっている。

***平***

角閃石や紫蘇輝石は，ひじように少なく，石英は，きわめてまれである。准長石類は，み

られないQ なお，残液系は， Na , K を濃集するとともに，多くの沸石類(方i弗石，菱詰~

**エドヰ'*

石，ソーダ沸石など)を生成している

化学組成は，ややアノレカリ質で， SiOz は 45~55 :;<:であり， K20>Na20 で， HzO(十〉に

司。ι*ミ***

富んでいる。また，アルカリ・カノレク指数は 52.1 である c

これらの近入岩彦、の中で， トーナムポロ崎附近や納r~t<{til昨附j11 ， f;g:培唱附近などの厚い

*****ホヰ

岩・{本は，現在の位置に近入後，マグマの同結過程で，岩提分化現象がいちじるしく行われ，

*~*****ュi、

上部はそンゾニ岩質岩，下部はピクライト質岩に分かれ，末期には，閃長岩質分泌、脈によっ

ヰ その形態は，餅盤状岩体といわれるが，現在は，明らかでない。

料 W. Q.Kennedy (1 933 年，昭和 8 年) ; TrendsofDfferentiationinBasaltic

~1agmas. Am.Jou:Sci., Vol.25, P.31-47.

料ネ 凝灰岩や砂岩などの堆積岩や礁岩の礁(粗粒玄武岩)には p よくみられるが，

~1.f:入岩中には，ほとんどみられない。

料キネ モンゾ、ニ岩質岩や閃長岩質分泌脈の一部にみられることがある ο

料C料* 今回の調査で，初めてみつげたもので，北大理学部地質学鉱物学教室の針谷宥

氏が示差熱分析およびノレコノレによる X 線回析によって，決定したものであ

る。

chabazite mCa7Si z6 Ah 408o·40H 20十 neNa ， K)4Ca 3Sh oAho080 ・4H 20

件料こ*'ド M.A.Peacock の岩石分類によれば，アルカリ・カルク系に属する。 G. W.

Tyrrell の分類からは，アルカリ系であるが， S.J.Shand の分類上からは，

アノレカリ岩とはならない乙

料料宇中 2ド 八木健三は，ひじように水分の多いションキン岩質原岩摂の岩燕分化作用によ

って，この地域に発達しているいろいろな岩石が，生成されたものと考えてい

る。

材料料料 いわゆる重力分別作用によるものと考えられる。結品作用の初期に品出した有

色鉱物類が岩体の F部に集積し，ピグライト質岩をつくり，このため，上部の

有色鉱物を多く取去られた部分は，優白質のモンゾニ岩質岩になったものと考

えられる c

-12-



崎ι

て切られてし〉る ι しかし，そのほかの薄い岩体では，近入後の冷却速度が速かったためか，

いちじるしい岩費分化現主をしめさず，ひかく的均一なかんらん石粗面粗粒玄武岩となっ

ているじ厚薄両程の岩はとも，その周辺部や，末端部および分岐した部分などは，斑状玄

武岩(急冷相)となっている

これに類似した現象ほ，アメリカのニュージャー州のパリセード輝緑岩，東グリーソ

ランドのスケルガードの斑糟岩体，南アフリカのカノレーおよびタスマニア島の粗粒玄武

岩などでもみられ，いずれも有名であるが，これらは， ν レイアイト型マグマの分化によ

ってできたと考えられているとしたがって，根室半島のものとは，異っている。根室半

島と同じように，かんらん石玄武岩型マグマの分化によってできたと考えられる例は，

岩生間ーや八木健三によって，樺太の名好，諸津地方の粗粒玄武岩岩体が報告されてい

る c また，外国でも諸可で知られており，中でも， Walkervこよって研究されたスコツ
14)

トランドのシアント島のクリナン岩(かんらん石方沸石粗事玄武岩)岩床， Tymt 〉に

よって研究された同じくスコットランドのエアシア地方の粗粒玄武岩岩床， Gi11 uly に

よって研究されたアメリカのユタ州の方沸石粗粒玄武岩岩床などの岩按分化現象が有名

で、ある

現在:，この地域でみられる近入岩類は，層位学的には近入位置が異つてはいるが，いず

れも，ひじように担似した諸性買をもっていることから，本源マグマは，同じものであろ

うと考えられる:ナこだ，近入した i志の地質環境と，そのマグマの量的規模は，現在の岩体

の形態と吉相をやや支配しているもののようである c

V.2 火成岩各説

V.2.1 納沙布岬層状道入岩類

模式地および分布: 納沙布岬からトリトエクスに至る海岸に分布し，この種岩体の模

式地となっているつ主要岩体の延長方向は，おおよそ N 60° ，.....， 80
o

E である。トりトヱウス

附近の近入岩類は，分 liit しだ小岩体と考えられる。

上・下盤との関係: 岩体の下盤側は，納沙布岬の北西側の海岸に露出していて，接触

部附近では，根室累層の暗灰色 i尼岩が，硬化ていどの弱い変質をうけている。上盤側は，

トリトエワス附近でみられ， ここでは，緑灰色凝灰質砂岩と灰色泥岩・の互層であって，接

触部の灰色泥岩は，約 10em にわたり，剥理性をおび，硬化ていどの弱い変質をうけてい

る。なお，その上部の灰色凝り〈質砂岩も変質しているのがみとめられる。

根室半島の岩体;主，カリに富んでいるが，この地方の岩体はソーダに富む点で，ややち

がいがある

- 13-



形 態: この岩体は，根室累層中に，ほぼ層状に近入していて，岩体の周辺部には，急

冷相をつくっているほか，下部は黒色のピクライト}~-岩，上部はやや優白色のモシゾニ岩

質岩・にきれいに分かれている。また，板状節理がよく発達し，その走向および傾斜が，周り

の地層の走向および傾斜とよく類似しているつこれらのことから，いちおう，厚い岩床が，

そのほかの層状道入岩

*体であろうと考えら

れ，その厚さは， 150--ｭ

200m と推定される。

岩質: この岩体

は，部分的に，その外

観がいちじるしく異っ

ているばかりでなく，

鉱物組成や化学組成に

も，いちじるしい変化

がみとめられる。この
写真 8 ピクライト質岩(納沙布岬)

写真 9 モンヅニ岩質岩(納;少布岬)

本 八木健三によれば餅盤状岩体と考えているが， J2J:人形式からみると，もう少し複雑な形

態のものらしい。

-14-



写真 10 斑状玄武岩(納沙布岬)

写真 11 ピクライト質岩(納沙布岬)

ような岩相の変化は，岩紫β化作用によって，もたらされたものと考えられる c 岩体は，

一般に，完品質，粗粒で，深成岩のような構造をしめしているコその岩石雪山ま，つぎのよう

に分けることができる。

a. ピクライト質岩

b. モンゾニ岩 lq- 岩

C. かんらん石粗而粗粒玄式岩

- 15-



d. 斑状玄武岩(急冷相)

さらに，これらの岩石は，不規則あるいは節理にそって，幅数 mm~数 em，ときには

中

10em の閃長岩1~分泌脈によって切られている。また，その一部は，プーノレ状となり，一

見ゼノリスのようにみえる。さらに，幅数 mm~lcm の沸石脈に切られている。

これらの宕石型相互の関係は，納沙布岬附近のように，岩体の厚い部分では，堆積岩と

の接拙部が理状玄武岩(急冷相)で，内部では，その上部が優白質のモンソ'ニ岩質岩，下

部が黒色のピクライト質岩に分かれている。また， トリトエワス附i!iのように分岐した薄

い岩体では，堆積岩との接触部が斑状玄武岩(急冷相〉であることは，前者と同じである

が，内部では，岩按分化現象がほとんどみられず，やや粗粒な，かんらん石粗面粗粒玄武

岩だけからできている。これらの岩石相互の聞は，しだいに移り変っていて，はっきりし

た境界をみとめることはできない。

以上の各岩石型の外観および顕微鏡下の観察は，つぎのようである o

a. ピクライト質岩

外観: 優黒色，粗粒，顕品質の岩石で，黒色の輝石の結品がよくみとめられる。

顕微鏡下の観察: 完品質，粗粒，半日形粒状構造で，構成鉱物は，おもに，普通輝石

写真 12 ピクライト質岩中の閃長岩質分泌脈とプー

ル状の優白岩(納沙布岬〉

キ この優白質分泌脈のほか，岬の最尖端では，石英，長石および黒雲母からなる粗粒のべ

グマタイト質細脈が八木健三によってみとめられているむ

~ 16-



写真 13 かんらん石粗面粗粒玄武岩の節理にそ

ったり切って入っている閃長岩質分泌

脈(納沙布岬南西海岸〉

と判長石で，黒雲母，緑泥石化したかんらん石などもかなりみられる c このほか，少一註の

アノレカリ長石，磁鉄鉱，燐9(石，チタシ石などもふくまれている。また，残波系によって

生成した方沸石，ソーダー沸石，菱沸石などもみられる。

普通輝石は，数 mm の白形~半日形，決緑色の結品で，多色性はほとんどない。反応

校もみられなPO その一部は， ソーダ輝石やエヂりン輝石に変っている。斜長石は，普通

輝行の問をうめ他形を呈するものが多 l :， o 治品はやや汚染されているが，カノレノレスパド式

双品，アルバイト式双品，衆片双品，ペリクりン式双品などがみられる。黒雲母は，半日

形結品で， x=淡黄色， Y， Z=t!日褐色のいちじるしい多色性をしめす。その一部は，鼠色の

アノレカリ鉱物に変っている。
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写真 14 ピクライト質岩の板状節理にそって入っている閃長岩質分泌

脈(納沙布岬)

写真 15 ビクライト質岩

(納沙布 Iii甲)

x40 II ニコノレ

A: 持通輝石

0: 緑泥石化かんらん石

B: 黒雲母

P: 斜民石

F: アノレカリ長石

M: 磁鉄鉱
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舟崎~l'脅宇治

第 3 図 納 j少 1jjl岬附近の ill. 入岩の岩相変化 [>;1

アノレカリ鉱物に変っている。

b. モンゾニ岩質岩

外 観: やや閃緑岩に似ていて，相粒，顕品質の岩石で，桃色の長石とほ黒色の輝石

とが目立っているつ

顕微鋭下の観察: 完品質，粗粒，半白形~他]-r;粒状捧造であるが，やや斑状構造をし

-19-



めすところもある。主要構成鉱物は，アルカリ長石>~;l長石 (An45-An60) 黒雲母=普

通輝石で，そのほか，少足の紋泥石化したかんらん石，磁鉄鉱，燐史石，ね j尼石，絹雲母，

カオリンなどがみられる 3 また，残 j夜系によって生成した菱沸石が多くみられ，方沸石や

ソーダ沸石もともなわれている。

写真 16 モンゾニ岩質岩

(納沙布 I~甲)

x40 II ニコノレ

F: アルカリ長石

A: 井通輝石(周辺部か

らソー夕、輝石化〉

B: 黒雲母

E: ェヂリン輝石

M: 磁鉄鉱

An:)J 沸 ~fi

アルカリ長石は，かなり汚染されており，会 l長石をかこむタト殻状のも θがvい o ;]4 長石

;ま， An45-An60 附j庄の中性長石~間関長石で，ときに，結品の径がlO mm 以上となり，

珪晶状をなすことがある。黒雲母は， 1.2-2mm の半白形結品で， x= 決黄色， Y, z=哨

褐色のいちじるしい多色性をしめす。その一部は，周辺部から緑色のアルカリ鉱物に変っ

ているコ普通輝石は， 0.8-2mm の半日形結品が多く，普通は，決~~J~色を呈する。その周

辺部からソーダ輝石やエヂリン輝石に変っているものがよくみられる lミソーダ輝石は， 72

〆\

しい淡緑色であるが，多色ttl:がなく， CX=44°-46° で，さらに，エヂリン輝石に移化し

ている。エヂリン輝石は， x=草緑色， y=淡以色， z=淡緑黄色の美しし)~色性をしめし，

/¥

x>y>z, CX=15°-20° , 2V(+)=78° , 88つであるつ また，淡紫結色を宝する含チタ

ンソーダ輝石もみられるっこれらの輝石は， しばしば，長石によって，オブィデイザクに

貴かれている。かんらん石は，ほとんど緑泥石化し，新鮮なものは，みられないo

c. かんらん石組而'I' ll 粒玄武岩

外観: ~~j~ 黒沢色， til 粒の岩石で， ~;l 長石と輝石がよくみとめられるつ
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顕微鏡下の観察:完品質， tll粒，半日 j開会決帯JJ.三であるが，やや斑状樗去をしめすとこ

ろもあるコ主要構成鉱物は，斜長石 (An 45-An60) , 日~;亘輝石，黒雲母，尼石化した

かんらん石で，そのほか，少日のアルカリ長石，店主燐 ~7\~石，チタン行，保泥行，絹

宝l手などがみられる。また，成液系によって生成した菱沸日やソーダ沸日もみられる

写真 17 かんらん引粗凶

粗粒玄武岩

(納沙 :{!l 岬〉

x40 1/ ニコノレ

p.，判長石

F: アルカリ長行

A: if 通輝{;

0: 緑泥石化かんらん :[i

B: 黒雲市一

N: ソーダ輝石

M: 磁鉄鉱

T: 燐灰 11

t'l 長石は， An45-An60 附i庄の中性長石~門町長石で，累帯構造を呈するものが多く，

iヲ却は An60 の持灰長石，外部は An45 の中山長石に移化したり，不連杭にその周!日を

2V( ー) =69~ のアノレカリ長石が包んだりしている手普通輝石は， 0.5-1.6mm，ときに，数

mm で，半白形結品が多く，普通は，淡緑色である。多色性はほとんどなく， 2V(+)=49c--

/、

50 二， CZ=45~ ， (110) 労開片では nl= 1,694, nz=1 ，709 で，異帯樗 iii や砂時計・構造がし 3

ちじるしく発達している。そして，周辺部や 57 開にそって， ソータョ輝石やエヂリン輝石に

支っているものが多いコ沸石類 lこ接する部分で，とくに，この現誌がいちじるしい。黒 23

ほほ， O.2-0.7mm の半日形結品で， x= 淡褐色， Y, Z=lI音褐色のいちじるしい多色性を

しめす。かんらん石は， 0.5--0.8mm の半白形結品で，ほとんど結泥石化し，新鮮なもの

はみられないっ沸石類は，放射繊維状結品が y く，ほかの広物の問附をみたしており，こ

のほか，長石を置挽しているものもあるコ

d. 斑状玄武岩・(急冷~;日)

外 観: l官民色~黒色で，まえにのべた岩石にひか〈して， ~~;5 品!ご五がバ少し，やや故
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密となり，輝J百や令;長石の斑晶がよく目立っている。

顕微鏡下の観察: 斑状構造をしめし，斑品と石基の区別が明らかである。斑iZは，肖ー

通輝石〉合!長石 (An 55---An60)}> かんらん石である。

写真 18 斑状玄武岩

(納沙布岬)

x40 II ニコノレ

A: 持通輝石

P: 斜長石

0: 緑泥石化かんらん石

石基:斜長石，普通輝石，

黒雲母，針状の鉄鉱，

磁鉄鉱，ガラス

普通輝石は， 0.3--- 数 mm の日形~半日形の結晶で，普通は，淡緑色である。結品の周辺

部には，反応禄がみとめられず，また，ソーダ輝石やエヂリン輝石などにも変っていない。

斜長石は， 0.8--- 数 mm の日 t~--- 半日形給品で， An55---An60 の同氏長石である。かんら

ん石は， 0.3~ 1. 3 mm の結品で，ほとんど禄泥石化している。

石基は，インクーナータノレ組織で，日民長石 (An 60) ，普通輝石，粒状の磁挟拡，ガラ

ス，針状の不透鉱物(黒雲母の i五日子，チタシ鉄鉱)などからなる。

なお，アルカリ長石は，斑品にも，石 jどにもみとめられない。したがって，ガラス中に

は，多量のアノレカリ長石分子が潜注するものと考えられる。

e. 閃長岩分泌脈

外観: やや桃色を帯びた灰白色を呈する，納粒の岩石である。

顕微鏡アの担宗: 完品質，細粒，半日形粒状構造をしめしている o 主要構成拡物は，

アノレカリ長石と，それをうめている方沸石である。そのほか，黒雲母，普通輝石などがみ

られる。磁鉄鉱や燐灰石は，きわめて少ない。

アノレカリ長石は， もっとも多くみられ，半日形~他形結品で，カノル jレスパド式双品をな
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写真 19 閃長岩質分泌脈

(納沙布リ/rr)

x40 II ニコノレ

F: アルカリ長石

B: 黒雲母

An: 1i 沸石

N: ソーダ輝石

写真 20 ソーダ沸石に接

する普通輝石は

その接触部がソ

ー夕、輝石化して

いる(トーサム

ボロ崎)

x40 II ニゴノレ

A: 内通輝石(ソーダ沸

石との接触部の黒変

部はソーダ輝石)

Na: ソーダ沸石

F: アルカリ長干 i

M: 磁鉄鉱
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すつものが多く，絹雲母，カオリンなどに交っているものもあり，いちじるしく汚染され

ている。 2 V( 一)=42 0 , 740 , 760

0 f'l長石は，みとめられない。万沸石は，等方性である

が，ときに，来片双品をなしており，微弱な複屈折をしめしている c 黒雲母は， 0.08--2 m m

ていどの短冊状および限状の結晶，あるいは長径0.6--1.2 mm の織J惟状桔品をなし，x=

淡黄色， y , z=褐色のいちじるしい多色性をしめしている。なお，その一部のものは，葉

片状の絹雲母や緑色のアルカリ鉱物に変っているっ普通輝石は，ほとんどが，ソーダ輝石

やエヂリン輝石に変っている。

これまでのべた各岩石における，構成鉱物相互の聞の進化の状態は，長石では，斜長石

が An60 から An45 に進化した後，不連読lこアルカリ長石が品出し，閃長岩質分泌、脈で

は，まi長石はみられなく.アルカリ長石だけとなる。輝石は，各岩・栢!こみられる。黒雲母

も，全体をつうじて存主し， j!と学均性質iこも量的にもいちじるし t)変化ぱなしコ。かんらん

石もあまり変化なく，閃長官・質分泌脈では消失する。磁鉄鉱は，少量ながら全体に存在し，

ときに，黒雲ほと不連涜反応をしめしている このほかには，有色紅物福互の聞の反応河

第 3 表

1 2 3 4 5 6

SiOz 岨吋llf dに1.35 51.98 55.6 同U戸 49.63

Ti02 0.80 0.62 0.85 0.13 0.76

Ah03 10.57 16.86 18.39 17.79 15.27

Fe203 5.66 5.36 4.45 2.05 5.15

FeO 5.56 3.27 2.27 0.98 3.70

MnO 0.1同I 0.12 0.12 0.14 0.13

MgO 10.86 3.27 2.77 4.11 5.63

CaO 11.93 9.11 3.61 9.23

NazO 1.60 2.82 2.80

KzO 1.91 2.92 4.52 7.84 3.48

H20+ 2.96 3.05 2.88 3.21

日20- 2.05 0.25 0.10 0.89 1.01

PZ05 0.18 0.18 ハU δ口。口 0.41

Total 99.82 100.89 100.94 ーω 曲 100.41

Sp.Gr. 2.97 2.75 2.661 2.57

1 ピクライト質粗粒玄武岩(下部) 2 斑状の玄武岩(最下部接触部)

3 斑状のモンゾニ岩(上部) 4 紅色のモンゾニ岩(中部)

5 閃長岩の細脈 6 本源マグマの組成 (1 ， 3 ， 4 の平均値)
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係はみとめられないコ

ソーダ輝石やエヂリシ輝行の主成については，百通輝石→ソータ輝三(一部では合チタ

ンソーダ輝石) -~エヂリン輝71の連続反応系列によるものもあるが，その多くは，鈴木貯

の研究で明らかにされているように， i'弗百脈と密接な関係を有し，後次明にソ -y、に富む

溶液による交代作用によってできたものと三号えられる。

つぎに八木健三によって行われた，各岩石の化学庁析の結果を空白 3 去にしめしたニ

2、;令長:柚部と閃長E·-'lごの和I~おま，呈的に少ないので， これを目視して， 1 と 3 と 4 がほ

ぼ等量にあると仮定すると，この岩石全体の平均組成は， 6 のようになるう これが急冷接

触部2 の組成と短i以していることは，注目しなければならないことである ο このようなこ

とからも，重力分別fiz円が，この地域の岩百の成閃において，主要な役引をしめしている
8)

ことが詑!!なされるつ

v.2.2 トーサムポロ崎層状主入岩類

模式地および分 1'[i: ポンオンネモト丙方のjffの IJ付近からポンオンネモト，オンネモト

の海年にわたって， 4 つの岩山が分イii しているつ近入右·tHの延長方Ihj は，ほぼ N 70'~80oE

であるが，オシネモト ~HjlJ:の i注入岩は， E-W の延長方向になっている

ヒ・下曜との問係: トーナムポロ崎の岩休の下盤側は，現1--.1:.，以出していないのでわ

からないが，岩141，.の下部のピクライト質店・が， トーナムポロ崎の海岸に連続して県出して

いるので，海中にあるものと忠われる c 上盤側は， トーナムポロ崎の南の海岸でみられ，

ここでは，砂岩. ;'尼岩互層の泥岩に， I凶化ていどの弱い変質をあたえている。トナヴプ沼

附 jS:の岩[本は，下盤側は， I円らかでないが，土曜側には，砂宕.. ))己宕の互層がつのってい

るごポンオンネモト附近の岩出は，直接，接したところがみられないので，上・下盤の関

係ば， i12 らかでないっオンネモト附近の岩体は，下盤の暗灰色泥岩に，白くIi垣化ていどの

~~l)接触変質をあたえている。上盤側は，砂浜になっているので，明らかではないc

形 態: この近入岩類は，納j少布山中附iiiのものと同じように，根室累層の中に，ほぽ

層状に近入しているものらしい。すなわち，岩本日変化の状態や1r~状my理の状態，周りの地

層の関係などから推奈すると，いちおう，岩床か，そのほかの層状注入岩体であろうと考

えられるコこの近入岩類の厚さは， トーナムポロ崎附illの岩休が，もっとも厚く 100--150

ill, トナザプj日附近の岩休は， 100--130ill ，ポシオンネモトおよびオンネモトの岩体は，

100m である。

岩 立: この近入岩・顎は，??通，完 i日， 11f，十 lU i!.で， I京成岩のような構立をしめしている。
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写真 21 かんらん石粗同粗粒玄武岩(オンネモト〉

写真 22 ピクライト質岩(トーサムポロ|崎)

- 26-



オンネモト，ポンオンネモト附;11の岩休は，むしろ，斑楠岩といったような岩買で，ひ

じように完品質で，担l粒であるが，岩相の変化は，あまりみとめられない。その北西方の

?ーナムポロ崎から，その西方の沼附;11にかけての岩体は，納沙イIi出!¥附;ll:の岩体のように，

部分的に岩杵!の変化がみられる。すなわち，下部がピクライト質岩，上部がモンゾニ岩質

岩に分れ，堆積岩との接i~11部では，斑状玄武岩(急冷相)になっている。さらに，節理に

そったり，不規則に， I隔 1~数 em の閃長岩質分泌脈によって切られ，その一部は，プー

ル状となり，一見ゼノリスのようにみえる。なお，モンゾニ岩巨岩や閃長岩質分泌脈の一

部には，最後に，わずかではあるが，石英のrWl tf11 のみられることもあるつ

各若石JNのタト観および顕微鏡下の観察は，第 4 表のとおりである。

写真 23 1::;クライト質岩を切って入る閃長岩質分泌脈

そのー部はプール状になっている

(トーサムポロ崎)
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写裏 24 斑状玄武岩
くトーサムオミ官

崎南部〉

)(40 If ユコ lレ

A: 普通輝石

p: 斜長石

0: 緑泥石化かんらん石

M: 艇、鉄鉱

行革:科長:{ i , 普通輝石，

黒雲町，釘:~~の鉄鉱，

磁鉄鉱，ガラス，緑

泥石

写裏 25 かんらん石粗同

粗粒玄武岩

(オゾネモト〉

)(40 1/ ニコノレ

0: かんらん Tl

A: 古，通輝石

P:(r，~~長引(アルカリ長

石がJ.\え問む〉

F: ア/レカリ長石一

B: 黒雲母

M: 磁鉄鉱

T: 燐灰石

c: 緑泥石
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写真 27 モンゾニ岩質岩

(トーサムボロ崎)

x40 II ニコノレ

F: アノレカリ長訂

p: 斜長行

A: 普通輝石

B: 黒雲丹

M: 磁鉄鉱

T: 燐灰石

- 29~

写真 26 かんらん石粗面

粗粒玄武岩

(トーサムポロ崎〉

x40 II ニコノレ

p: 斜長石

F: アルカリ長石

A: 普通輝石

。:緑泥石化かんらん石

B: 黒雲母

N: ソーダ輝石

E: エヂリン輝石

M: 磁鉄鉱



写真 28 ピクライト質岩

〈トーサムポロ崎)

x40 II ニコル

A: 普通輝石

0: 緑泥石化かんらん石

B: 黒雲母

F: アルカリ長石

M: 磁鉄鉱

T: 燐灰石

C: 緑泥石

Na: ソータ j弗 :ti

写真 29 閃長岩質分泌服

(トーサムポロ ill 者)

x40 II ニコ/レ

F: アルカリ長石

B: 黒雲母

N: ソーダ輝石

An: 方沸石

M: 磁鉄鉱
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表第

基

普通輝石，斜

長石，磁鉄鉱，

黒雲母，チタ

ン鉄鉱，緑泥

石，ガラスっ

石
日

日日

普通輝石，緑泥石
化したかんらん
石，斜長石 (An
55~An 60)

江

川

ユ

「
I'H.....

又ユ

h
Z
U
7

M村
什

観

時灰色う ~H

粒ご輝石・
斜長石の斑

品が日立
ペコ『

外

HE 状玄武岩

(前五ムポロ)

り
灰
ン
ダ
石
灰
一
九

問
燐
タ
一
沸
燐
ダ
制

球
'
チ
ソ
菱
'
一
回

日
一
鉱
合
'
'
鉱
ソ
寸
一
三

川
一
鉄
'
石
石
鉄
'
石

一
日
回
一
磁
石
輝
沸
磁
石
沸

造 i 主成分鉱物

斜長石 (An 50-ｭ
An55) , アノレカリ

長石，普通輝石，

緑泥石化 Lt.:かん
らん石，黒雲母，
ソーダ、輝石，エヂ

リン輝石。

構害児外石型山
石

かんらん石粗面

粗粒玄武岩

(オンネモト)

斜長石 (An 45-ｭ
An50) ，アノレカリ

長石，普通輝石，

緑混石化したかん
らん石，黒雲ほ，
ソーダ輝石，エヂ

リン輝石。

灰
ソ
菱
一h

燐
'
'
相

，
英
石
一
川

鉱
石
沸
J

鉄
'
ダ
石

磁
石
-
沸

アルカリ長石，斜
長石 (An 45-- ・-An

50) ，普通輝石，緑

泥石化したかんら

ん石，黒雲母， ソ

ーダ輝石，ユヂリ

ン輝石。

かんらん石粗面

粗粒玄武岩

民
'

燐
石
石

'
沸
沸
c

鉱
方
ダ
石

鉄
'
一
沸

磁
石
ソ
菱

方沸石，磁鉄
鉱，石英。

完品質。粗 l 普通輝石，緑泥石

粒c 半白形|化したかんらん
粒状構造コ |石，黒雲母，斜長

|石，アルカリ長石，

| ソーダ輝石，エジ

リン輝石。

完品質っ細 アルカリ長石，斜
粒c 半白形 長石 (An 45--An
粒状構造コ 50) ，黒雲母，二件通

輝石，ソーダ輝石，
エヂ、リン輝石。
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(品ーサムポロ)

王音工芸 Z目層生 J\ 泣入岩類v.2.3

活再Eiよ日東 }jの突出却から歯舞百与のフラリモイ[時のj垣市にわたっ
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て， 5 つの宕体が汁市している。近入岩類の延長方向は，ほぼ N 40°__70°£ であるが，ブ

ヲリモイ i崎では， ~ 35°£ となり，海の方に湾曲している。

上・下盤との関係 l~fffi南東方の岩体は，上・下盤との関係は明らかでないc 培培南

からマヨマイにわたる岩・休は，下盤側は，明らかでないが，上盤側は，マヨマイ西南方の

突出部附近でみられる c すなわち，突出部の北側では，直接の関係はみられないが，砂岩・

泥岩の互層がその上にのり，その下位の岩休は，斑状玄武岩(急冷相)を形成している。

歯舞附近の岩・作は，下投および上控ともによくみられる。すなわち，下盤側は， 0古史色~

黒色の泥岩が 20cm にわたり， 11日化ていどの弱い変質をうけ，白色~淡緑色の珪12岩

になっている A また二畳間は，汀線附近でみられるが， ここでは，緑色の凝らて頁岩がと

もなわれている

形 態: この辺入岩辺も，ほかの近入岩沼と同じように，根室累層の中に，ほぼ層状

に近入しているもりらししユ すなわち，宕床か，そのほかの層状道入岩体であろうと考え

られる I首相:付近の岩山は，やや捉れながら泣入した跡がみられ，その下部の一部に，や

や車石状構造をもっところがあるJ理入岩類の厚さは，晴宿からマヨマイにわたる

岩体が，も勺とも j手く， 150--200m である。 JjH 各市東方の岩体は， 80m ， 歯舞附 iiIの岩

休は， 70m である

写真 30 J)f状モンゾニ岩質岩 (J 百J岳目出西海岸)

お- 日: この入日仁三一:の )(:'j i3午、は，廿通， YETI-121 ‘， m宇で，深成岩のような構造をし

めしている 埼三ぷの岩 H': は，ひじように 'frH なな，かんらん石十 !i 同十 l-J. K玄武岩で， Z・

Hl の変化は，あまりみられない?その市百万の活弔問からマヨマイにわたる岩 i4:は，前 j少

布附 jfJ:の、と l百J じように， z' 緊分 rtr!~H3 による右引 jの変化がよくみられるとすなわち，

- 32-



~4 図 JIU;f; J\l附近 OJ;:li 入引の円相変化問

傾斜



下部からピクライト 1~岩，モンソ‘ニ岩，かんらん石十日市但粒玄武岩と漸移し，周辺の

堆積岩との技 !!jd\部は，斑状玄武岩(急冷相)となっているっそして，節目にそったり，あ

るいは不呪則に， fir，日数 em~lO em0) 閃長吉古元泌!抗によって切られ，さらに，その後，桔

数 mm の沸石脈によって切られている r右舞附 iii の右"(4': は，岩相の交化をあまりしめさ

ず，堆積宕との接行i1:部の斑;;え玄武岩(二 lit;- 相)と，内部の~，[長石の巨品を斑 1511jたにふくむ

かんl らんィ汀 IIITITH 山I~玄武岩との， 2 つに分けられるだけであるコ

f;fr JtJJl i附iii の岩山は，各 23-石型の司、間および顕微抗下の観察は，全く納 j少千i~'lli 干附 ill: の岩

Nょと同じであるので， ここでは者略する ο なお，いく分，岩貨を異にした歯舞じ付近の岩月三

の 2 つの £;·ti Jll'{の斗間および顕微 H~下の日奈は，つぎのとおりである。

a. 斑状玄武吉・ (:J.~( 令相)

作部~ : n古川色で，輝百の斑lTiがよく日_\)~っている c

顕微鋭下の在日祭: 斑状構造をしめし，斑品は， f?通時石>~CJ~l尼石イじし・ 7こかんらん石〉

斜長石 (An 55~An 60) であるコ石主は，インターサータル組織で，余l長石，アルカリ長

石，普通輝行?県宝ほ， E主 f'J;釘"ガラスなどからなるむそのほか，普通輝石から交ったソ

ーダ輝行やエヂリン輝行，残波系のソーダl'Jtjイ[や菱l?[j石などがわずかみられる。

写真 31 問状玄武坑

(m'舞)

x40 II ニコノレ

九:竹 j面持

0: 伝泥 11 1ヒかんらん ;r i

1¥1:Itぜ、立;

訂正:示;長三 j. アノレカリ長

::)i，十汁 i ， .r ，l:~t:~

I:} ，そ tf、書よ， カ、ラス

b. かんらん有 HI 而粗位玄武岩

外観: 認で色を呈する，仕な I.L'日である
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顕微読下の罰禁: 完I~&rfl ， :m位，半し帯;立を芝するが，部すによって，判長石

や普通J嘩日，禄i尼百[じしたかんらん石などが珪品川をなしている。主要清成に物は，決誌

色の普通博;日，町長£] (An60~An 65) ，右足石化したかんらん石である

普通輝石には.反応校はみられないっ討長百のまわりには，アノレカリ元日が不連続に回

んでいるのがよくみられるコ そのほか， E黒ミユほ手弘，燐燐わり氏;又:イ仔]，除;主三♂ ji'!り)

昔通輝石から変つたソ一夕ダ e輝石やエチヂ、!リ) ~ン/輝石，ぇ系のソーダ山口ゃー是)')\;古などがみら

れる 3

写真 32 かんらん石粗百

粗粒玄武岩

(歯舞)

x40 II ニコノレ

A: 井通輝石

。:絞泥石化かんらん石

P: 斜長石

F: アルカリ長石

B: 黒雲母

M: 磁鉄鉱

An: ブj沸石

V.3 火成活動の様式と時期

この地域にみられるアルカリ質かんらん 5fii 直I 組粒玄式岩頴は，西は浜中間近から p 根

室半島をへて，遠く色舟列島にわたって分布しているコまた，ひかく的単純な地買構造の白

本 当〈ユド

主紀層(海洋地域)にともなわれていることからみて，広域な造陸直勤に関連がもたれる。

この造陸r'R動は a 根室半島の延長方向の構造帯 (N60 士E) に，その方向にやや斜交する

午 ほぽ N 45°~85°E ， 15 コ ~300SE の走!句・傾斜をもった単斜構造をしめしている。

この造陸運動;む白幸紀末から新第三紀初期にわたって行われたと考えられ，この運

動で，沈降をたどっていた太平洋に回した外帯の白宝紀層分布地域は，上昇に転じ，

反対 i二，オホーツク海二回した内市のグリーン・タフ分布地域(土.沈降を治めているつ
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M行状の断裂帯(I\400--80:E) を生成し，

五d生岩類が近入してきている c

この断裂帯にそって， 大規模にアノレカリ質店

火成活動ば，この図幅の西に隣接する根宝北部図恒地域のノヅカマヴプ附 i三にみられる

午午

ような集 J定岩，角疎凝!リ〈岩などの爆発的活動にだ Jまっている c その後，火成活動は i主人的

となり p アルカリ Ii' かんかん石組而但位玄武官想が，根室黒層中に層状に近入してきてい

る c その岩山の形態は，断裂帯の性買にも!ミ{系するが，その近一入 W~; の堆積岩の情状態や，

マグマの呈によって，いろいろな形態をしめすようである c すなわち，充 7子，堆積岩が百

太子洋

。 50 100Km

第 5 図

単位: mgal.

ブーゲー異常分1[ J 地図(ナ]'i f二忠二) 1954

この断災計は，深部裂隙へと転化する

熔岩をともなうもので，玄武岩質安 ill 岩~玄武岩の出動である
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治していない状態で，ひかく的，マグマの量が少ない場合は，枕状溶岩や車石状構造をも

っ薄い岩床となり，マグマの量が多い場合は· ':;c品質の担粒な厚い岩床などの形態になっ

ているっさらに.火成活動は， このi>S1;隔地域斗の落石附近やユノレリ島，モユノレリ島などに

みられるように，堆積往の上昇とともに，ふたたび，爆発的となり，票塊右ーや角操凝灰岩

苛..択

などをもたらしている 3

以上述べたことから，この地域の火成活到は，根室層群の堆積時 lこ始まったことは明ら

かであり，アルカリ質かんらん石担面相 i粒玄式岩の層決近入岩類は，根室累層 J#: 積直後か

ホュド*

ら，ユノレリ累層堆積直後までの火成活動により，近入したものと考えられるつなお，これ

に遅れて，落石黒層堆積時からユノシリ累層堆積時あるいは堆積後にわたり，玄武岩~玄武

岩貨安山岩の火成活動があるが，この活動の終末は，現 Fr: のところ明らかでない。あるい

泳中**

は，第三紀におよぶものかもしれない。

:n) ****午

坪井忠、二の重力異常分市悶によると，根亨半島一帯は，主力異常が I己の大きい但で，と

中 毒;石状構造をもっ薄い岩床の車:石と車石の間に，砂質物や泥質物がみられることが

あり，また，車石の節理に，泥買物が充填している場合がみられる d また，厚い岩!ポ

で，堆積岩の接触部において，岩体中に，ひじように細長くひきのばされた泥質岩

を捕獲していることなどから，充分，地問が旧結していない状態の時に ， J吾状当入岩

体の大部分が ill: 入しているらしし九なお，根室累屑の上位にある，長節累同や落石

累層，ユノレリ累層などには， これらの層状ill:入岩体の一部が操となってふくまれて

いる。

L
V
P

OU<

t'
一
〈

熔岩をともなうもので，玄武岩~玄武岩質安山岩の活動である c

対中 ユノレリ累府中に，やや厚い岩!友のアノレカリ質かんらん石粗[面粗粒玄武岩が .ill:入して

いることから，根室累屑堆積直後とユルリ累肝堆積直後が主な j立入時期でないかと

考えられるコ

この活動では，アルカリ岩的性質が失われているようである c 本所，長谷川潔技師

の調査によると，書II路附近の束別保炭砿では，粗粒玄武岩の岩床が，古第三紀の春採

層に泣入し，上下盤に接触変質をあたえている。この粗粒玄武岩は恨室府群最上部

のユノレリ累層をおおっている玄武岩~玄武岩質安山岩に比べると，輝石や斜長石の

性質において，かなりの違いがみられるので，根室半島にみられる火成活動と関係

づけることには幾多の問題点がある。 しかし，その性質をかなり変化して行った終

末的活動といえないこともない。今後，この地域の調査が進むにつれて明らかにな

ることと思うっなお，落石累屑からユルリ累!冒までの火成活動は，その岩質で若干

の違いはみられるが，アノレカリ質塩基性岩類の系列と全く異った系列の活動とは考

火。
，
ト

4
r
ρ

I〆
白

えられない τ

ブーゲー異常 Bouguer anomaly.
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くに，恨宝の南西方では， 225mga l.で，日本最高の {i~: をしめし，陸に接して υ るところ

では，世界でもひじうに高い慌である二 l このことは，白歪紀層の下には， Sial 殻(花出宕

層)がほとんどなく，直薄い Sialsima (玄武岩層)， さらに下部C') Sima 殻(か

んらん岩層)があると推定される?これが三.主であるとするならば、，マグマのち成過程で，

かんらん宕層の再溶融は考えられるが，途中でほ円、示物質を混成する域会が少なく，局三 Fr

的な選択再溶融は行われていないようである J このことは，野外の寂宗や E互依抗下の観察

中

からもいえる。結局，マグマの品主邑程での岩繋守化作用(主力分別 ~!j:nj) が!万百の成\Z q

に主要な役割をしめているようであるつ

VI 地質構造

この地域に分イ II している根室累層ほ， ~まぼ N 45 士 --85'E ， 15°--30 ご SE の芝， Iij ・傾引を

もっ単公 l構造をしめしている二しかし，火成岩二や断層帯の附近では，ややその走向・傾

斜が乱れ， N lOコ --60
C
W， 10 二 ~20'SW になったり，また，傾斜が NW 方向に逆転した

りしているところがある

断層群は， (a): 半島の方向にやや宿行した方自の断層群，すなわち， NE~SW 系統と，

(b):地層の走 i旬と斜交し，ちょうど半島を間切っているような方向の断層群，すなわち，

NW--SE 系統の 2 つに分けられるつ (a) に寓するものは，納沙イ Ilr l1甲F付近や一品 i境東方の突

出部附 jlJ:にみられ，ほぼ N 40
0
--60

8
E ガ向で， 70 コ --75 コNW に傾斜している (b) に属

するものは，ポンオンネモト百 Hの沼(トナザプ沼)の附近やオンネモト~市 I~i 少子|了間，プ

ラリモイ崎附 jfJ:などにみられ，ほぼ N 15)--40:>W 方向で， 60 o --80
c
NE ，または SW に傾

斜しているつ (a) は， 2 次男裂均十!:買をもつもので，地層の移動は少ない (n) は，完全

岩提分化作用といつても，塩基性岩カか、ら酸 1性生岩へと}単手純な分イ化ヒを行つたという立味でで、 l

なし、， 0 つまり，岩体が現在の位置に立 f: 入後も，内部ではひかく的出~£il状態が保たれてい

たものらしく，早期に品出したかんらん石や庁通輝行などは，ド部，二沈降集積し，粗粒

なピクライト質岩をつくっているつそのため，これらの結品を以去られた部分は，庄長

質となり， Si02" K, Na, H20 などを法集 L，低 j昆まで結品作用を続けるわけである。

この部分は，始めの高温状態の時は，粗粒なモンゾニ岩質岩であるが，だんだん岩体の

凹結が進み，節理系などが形成され始めると，これにそって，相粒の問長岩質分泌脈や

沸石脈が，岩体内部の優白質の部分から，しぼり U\ されて，早期 i二旧桔した岩相にアノレ

カリ交代作用を行っているコょうするに，アルカリ交代作用の恨河;之，モンゾニ岩質岩

にあるとし、うことであるつ
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に地層を切るものも多くみられ，その断層には，丙側の地層を取込んでいるものもある。

なお，このほかに，根室半島の延長方向に古い構造帯が考えられ，この構造帯から派生し

た 2 次男裂にアルカリ質かんらん石粗面相粒玄武岩類が近入してきているようである c こ

のことは，現在，両海岸にのみ火成岩類の近入が集中しており， しかも雁行状に配列して

いることからも推測される。

摺曲構造は，この地域の地質，構造を支配するようなものは，ほとんどみられない。ただ火

成岩類の注入によって形成された，規模の小さな:むた構造がわずかにみられるだけである c

VII 地史

これまでにのべてきたことから，この地域の地支構成が，現:但みられるようになった経

緯をつぎのように推測することができるつ

白墓紀(基盤構造形成期)

根室累層下部は，砂岩・泥岩の互層が多いことから，おそらしこの堆積期は浅海性で

あったらしい。また，凝宍岩や角礁凝天岩などをわず、かに央んJでいることから，火成活動

もあったようであるご根室累層中部では，ややj尼岩の発達が i享くなり，いく分沈降性とな

ったc しかし，局部均!こは，砂岩・泥岩のi写互層となったり，角疎凝氏;宮・などを爽んだり

することから，やはり火成活動があったらしい c 根吉宗層上部になると，また，根室宗層

下部と同じように砂岩・泥岩の互層が多くなっている c おそらく，隆起運動によって，根

室累層下部と同じような堆積環境になったものと考えられる士この時期には，火成活動(ま，

やや激しくなり，アルカリ質かんらん石十H而粗粒玄武岩類が層状近入岩体として近入して

きたようであるコJii陸活動は，その後，第三紀にまでおよび，下島列島の方向にそった変

位と，ほぼこれに直交する方向の断層辺到があって，基盤構造を形成した。

第三紀(削剥期)

基盤構造形成後は陸/化し，第四紀にはいるまで，長い削景IJ明にはいったっそして，侵蝕

により，いろいろの基盤地質構造が地去にあらわれてきたc その侵蝕の末期には，ほぼ準

平原に JlJ: l ユ平坦な地形になってloたらしいご

第四紀

第四紀にはいると，この地域は，ふたたび海民となり，平泣wiの土に砂棟層を堆積しだc

その後，間駄的に庄起が行われ，段丘団を残しながら，削引と平坦化作用をうけている

最新期になっては，軍周火山の降!どがあり，また， J.J'l河川や海岸にそって，沖積堆積物や
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沼地堆積物などが堆積しており，現ιに去っている亡

VIII 応用地質

この地域は，上部白皇紀末の火成活動が語1 しく行われたところであるが，それに関連し

たと考えられる鉱床は，現在のところみつかっていない。わず、かに第四紀の沈澱と考えら

れる褐鉄鉱床が， ~:産資源としてあげられるにすぎない c

*ヰ

褐鉄鉱

褐鉄鉱の鉱床は，納j少布附近， f喜E富市附;11:，歯舞市街地附近の 3 箇所にある。昭和 25 年

頃，採掘され，室蘭の宮土製鉄に送鉱したc しかし，鉱床の規模が小さなため， 1 カ月ほ

どの間稼行して中止した。鉱床は，第四紀の砂，疎，粘土層を下盤とする沈澱3EA層で，鉱

層の早さは， 30----60em である。表土は，厚さ 20----60 em で，腐植壌土，壌土，砂質土な

どから構成されているつ鉱石は，いわゆる iE 鉄紅で，品位は， Fe55.49;:.;;である。

砂鉄

この地域のオンネモト， flfJ 声明，歯舞附近には，延長 100m 前後で，幅 10m 内外のせ

まい海浜が発達している 3 これらの海浜には，きわめて小規模の海浜型の打上げ砂鉄がみ

られるコしかし，拡量，品位(着磁平 5~10 ;:;;)ともに貧弱で，綜行の対決にはならない。

このものは，磁鉄 Iff: ， 古:通輝石，かんらん石，長石および貝殻の破片からなっている c こ

の中の普通輝石については，八木健三および河野義礼により研究されている c すなわち，

TiOz の会有量が少なく，基性アノレカリ岩・に多くみられるチタシ輝石とは違い，一般の普

通輝百に似た組成をしめしている。

石材

荷;舞 ， Ii 街地附，;11:で j忠良されている石村は，アノレカリ質かんらん石組而粗粒玄武岩である。

品1~' は，堅回で，ひかく的均質であるので，附;5:の港湾の築港工事や道路の敷石として，

利用されている ο

ホ 浜中附近には，この火成活動に関連した含銅硫化鉄鉱床がみられ，千島弧外帯では唯

ーの鉱床である c

藤原哲夫(1 958 年，昭和 33 年) : 区中村の含銅硫化鉄鉱床について，地質雑，

Vol.64.

昭和 13 年頃，木下庁 J2 術課長河田英技師により調査されているむ河田英技師の未公表資

料による乙
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TetsuoFujiwara

KatsutoshiMitani

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheareamappedissituatedatthetoppartoftheNemuroPenｭ

insulainthesoutheasternHokkaidδ.

Fromthetopographical view, thisareaconsistsoflowelevated

terraceplateau, whichisnothigherthan32m. sealevel, andaluvial

plain.

Geology

ThestrataexposedinthisareaaretheNemurogroupandalkaline

rocksofupperCretaceous, andsomedepositsofQuaternary.

ThegeologicalclassificationintheareaissummarizedinTable1.

I. UpperCretaceous

Nemurogroup

ThegroupiscomposedoftheNokkamappu , Nemuro, Ch6boshiand

Yururiformationsinascendingorder. Howevertheformationwhich

isexposedinthisareaistheNemuroformation.

Nemuroformation

Thisformationisdistributedwidelyinthemappedarea, andisthe

lowestsedimentofthegroup. Theformationextendsalongthesame

directionofthegeneraltrendoftheNemuroPeninsula, namelythe
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strikeisgenerallyN45ー'"'"'85ーEanddipabout15ー'"'"'3ooSE.

Itconsistschieflyofalternationofdarkgrayorblackmudstone

andpalegreenorbluishgraysandstone, andinsertstuffbrecciaand

conglomeraticsandstone. Thissandstoneiscomposedoffineorcoarse

grain , andischaracterizedbythetufaceousmaterialsfromalkaline

rocks. lVlanyalkalicolivinetrachydoleritebodiesareinterbeddedin

thisformation.

Inoceramusfragmentshavebeenrarelyfoundinthisformation.

Thethicknessismorethan1750m..

TheformationispresumedfromNeo ・Urakawan toHetonaianage,

duetotherockfaciesandpresenceof fossils , suchasInoceramus

fragments.

II. Quaternary

ThedepositsofQuaternaryisdistributedwidelyinthemapped

ItcoverstheNemurogroupunconformably.
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Seaterracedeposits

Theseaterraceisat20---32m. abovesealevel. Thedepositsof

theterracearecomposedofsand, gravelandclay.

Volcanicash

Thealuvialvolcanicashlayersoverlayunconformablyaboveall

sedimentswhichhavebeendescribedbefore. Theyhavebeenreported

asvolcanicashoftheMashuseriesandtheChishimaseries.

Aluvialdeposits

Itisdistributedalongtherivers.andconsistsofgravel, sand, clay

andpeat.

Igneousrocks

Thebothshoreofthisareaareoccupiedbymanyalkalicolivine

trachydoleritebodieswhicharearrangedaccordingtothegeotectonic

circumstancesoftheechelonstructure.

Theseintrusivebodiesareobservedassheetsorother stratified

bodiesintheNemuroformation.

TheiragemayprobablybeupperCretaceousorlowerTertiary.

Thisbodiesarecomposedofpicriticrocks, monzoniticrocks, olivine

trachydolerite, porphyriticbasalt, andcutbysyeniticsegregationveins,

andconsistofplagioclase, anorthoclase, orthoclase, augite, soda-augite,

aegirin-augite, olivine, biotite, analcite, natrolite, chabazite, andironores.

Therocksshowremarkabledifferencesintextureaswellasinmineral

andchemicalcomposition, andarecharacterizedbythecoarseholocryｭ

sta l1ization, andthepreponderanceofKzOoverNazOisremarkable, and

thePeacockalkali-limeindexis51.1.

Themarginsofthicksheetsorotherstratifiedintrusivebodiesare

chilledporphyriticbasalt. Darkpicriticrocksrichin olivine, augite

andbiotitelayimmediatelyabovethelowerchilledmarginsandgraduｭ

ateupwardintolessdarkmonzoniticrocksneartheupperchilledmarｭ

gins. Theyareoccasionallycutbysyeniticsegregationveinsfroma

fewem.to10em.inthickness.

Theoriginalmagmaofthesealkalinerockswasprobablyolivine

basaltmagma, whichplayedanimportantroleincrystallization, espe ‘

ciallyinthelatemagmaticandhydrothermalstages.
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Mineralresources

ThemineralresourceswerefoundinQuaternarydeposits. They

arelimoniteoredepositshereandthereatrelativelyseaterrace, e.g.

Nosappu, GoyoumaiandBabomai, howevertheyarenotexploitedat

present.
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